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フィルターの交換時期は目安です。使用環境によって交換の時期が異なります。
フィルターを新しいものに交換するときは、お買上げの販売店又は下記までご連絡ください。

■フィルターの機能と交換時期
品名 型式 機能 交換時期

交換用

外気清浄フィルター

室内吸込み側フィルター

SEF200G

SEF200R

次回フィルター交換の目安のため、下記欄に使用開始年月日を記入することをおすすめいたします。

お問い合わせは、お買上げの販売店または下記へ。

年 月 日 使用開始

1.  安全上のご注意
　  安全にご使用いただくために必ずお守りください
2.  各部の名称とはたらき
3.  取扱い方
4.  お手入れの仕方
5.  故障と思われたら
6.  アフターサービス
7.  仕様
●  長期使用製品安全表示制度に基づく本体表示について
●  保証書
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10
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11

（裏表紙）

室内の空気に含まれるゴミ、ホコ
リを除去し、換気ユニット内部を
保護します。

外気の小さなゴミ、ホコリを除去
します。

水洗い回数5～6回
又は1～2年に1回程度

水洗い回数5～6回
又は1～2年に1回程度

東 京 本 社
換気営業部

〒108-0074　東京都港区高輪2-16-37

ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みになり、正しくご使用ください。
特に「安全上のご注意」は、必ずお読みになり、安全にご使用ください。

このたびは、全熱交換型スーパーエコ換気ユニットをお買い上げいただき、誠に
ありがとうございます。

□この取扱説明書は、 ご使用になる方がいつでも見られる場所に、 必ず保管しておいてください。
□保証書は、お買い上げ日・販売店名・保証内容などをよく確認し、 大切に保管しておいてください。



給気 排気

誤った使い方をすると死亡や重傷を負うおそれがあります。

「入」・「切」

わ

、

「切」にす

お手入れのときは頭上に十分注意し、対象物を手でおさえること（けがの原因）
お手入れのときは不安定な台には乗らず、脚立などを使用し、落下・転倒に注意すること（けがの原因）

「切」にす

「切」にす

おそれがあります。

2.各部の名称とはたらき

全熱交換器（本体内）

本体スイッチ

屋外から給気します。

居間や寝室などの居室に新鮮な空気を供給します。

汚れた空気を吸込み、屋外へ排気します。

屋外へ排気します。

花粉やホコリを取り除きます。粒径10μm以上の捕集効果80%

全熱交換器に入るホコリを取り除きます。

本体の電源を「入、切」します。「入」のとき、本体スイッチ内のランプが点灯します。

付属しています。

全熱交換器

本体スイッチ
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給気 排気

本換気ユニットは、24時間連続運転して換気を行うことによって、室内の空気をきれいに保つ
装置です。
本体に電源スイッチが付いていますが、常に運転している状態にするため、施工時に「入」と
した後は通常操作することはありません(フィルター清掃時、悪天候時などを除く)。省エネや
節電のために本換気ユニットの運転を停止させると、室内環境の悪化や、換気ユニットやダク
ト内にカビの発生を招くことがありますので、連続運転でご使用ください。

改正建築基準法において必要とされる換気量を満たすための24時間換気対応製品ですので、運転を停
止しないでください。ただし、下記の場合は一時停止してください。
　・悪天候の場合(吹雪や台風など、雪や雨、風が強い/霧が多い  など)
　・清掃、点検時
　・換気装置に異常が発生した場合
上記解消後、運転を再開してください。

　旅行などで長期間留守にする場合も、可能な限り連続運転させてください。

■ご使用の前にお読みください
●24時間連続運転

●熱交換素子保護モード

●長期間留守にする場合

外気温取り込み温度が-10℃以下になると、本換気ユニットに内蔵されている熱交換素子を結露や氷
結から保護します。
・給気側のファンがMIN運転になります。
・排気側のファンは設定された風量で運転し続けます。
・このモードはOFFにすることができません。

●省エネ運転モード
外気取り込み温度が15℃～23℃（熱交換が必要ない温度）になると、消費電力を抑える運転になります。
・給気側のファンがMIN運転になります。
・排気側のファンは設定された風量で運転し続けます。
・このモードはON/OFFを設定することができます。設定方法はP.5をご確認ください。

分電盤のブレーカーを「入」にしてください。
● 分電盤のブレーカーのご使用方法は施工業者に
　おたずねください。

■使用前の準備

■運転開始/停止の仕方
1.壁スイッチが付いている場合
　●運転を始めるには、壁スイッチを「入」にします。
　●運転を停止するには、壁スイッチと分電盤のブレーカーを「切」にします。

2.壁スイッチが付いていない場合
　●運転を始めるには、本体スイッチを「入」にします。（P.3の図をご確認ください）
　●運転を停止するには、本体スイッチと分電盤のブレーカーを「切」にします。

●風量調整はコントローラーの操作で行います。以下の ｢コントローラーについて｣ をご覧ください。

長期間使用していなかった場合、分電盤のブレーカーと本体スイッチを「入」にして再運転した
とき、給気口より若干においがすることがあります。その場合、においが消えるまでコントローラー
で風量を上げ、運転を続けてください。においが消えた後は、元の風量設定に戻してください。

開放型ストーブ、石油ファンヒーターなどの暖房機を使用される場合は、それぞれの暖房機の換
気のすすめに従って、十分な換気を行ってください。

注意

注意

■風量調整の仕方

■上手な使い方

●風量設定位置表示シール
　 適切なツマミの位置を示した風量設定位置表示シールが貼付されています。
　適切な風量で運転するように換気計算を行っていますので、設定以外での使用は室内環境の悪化を招く

おそれがあります。必ず風量設定位置表示シール位置にて使用してください。
　急な排気などでツマミを回した場合、必ず元の風量設定位置表示シールの位置にツマミを戻してください。

●運転モードの設定
　 フィルターリセットボタンを20秒以上長押しすると、運転ランプが4回点滅します。

　橙色で4回点滅すると、「省エネ運転モード」がONになります。
　緑色で4回点滅すると、「省エネ運転モード」がOFFになります。
※20秒以上長押しを繰り返すと、「省エネ運転モード」のON/OFFを繰り返します。

本換気ユニッ卜を運転することによって、室内の熱エネルギーの排出を抑え、使用している暖房・冷房
機の働きを助けます。
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●お手入れのときは、下記のものを使用しないこと（変質・変色の原因）
　アルカリ性洗剤・化学雑巾の薬剤、研磨剤の入った洗剤、アルコール、
　シンナー、ベンジン、ガソリンや灯油などの石油由来の物質

● お手入れのときは、分電盤ブレーカーを「切」にすること（感電・火災
　の原因）

お願い

フィルターは清掃だけでなく、定期的に交換してください。各フィルターの交換時期については裏
表紙の「■フィルターの機能と交換時期」をご確認ください。

点検口フタ

本体スイッチ拡大図

フィルターカバー

分電盤の例

①換気装置の運転を停止する

1.点検口を開けます。

②フィルターを取り外す

1. フィルターカバーのフックをつまみ、
　 ロックを外して開きます。

2. フィルターについているタブを引き出して
　 フィルターを取外します。

　 ※フィルターは2種類あります

3.分電盤のブレーカーを「切」にします。

2.本体の電源ボックスの端についている
　本体スイッチを「切」にします。

※本体スイッチのランプが消灯します。

まっすぐ引き出す

1

1

2

2

3

、
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●お手入れのときは、下記のものを使用しないこと（変質・変色の原因）
　アルカリ性洗剤・化学雑巾の薬剤、研磨剤の入った洗剤、アルコール、
　シンナー、ベンジン、ガソリンや灯油などの石油由来の物質

● お手入れのときは、分電盤ブレーカーを「切」にすること（感電・火災
　の原因）

お願い

フィルターは清掃だけでなく、定期的に交換してください。各フィルターの交換時期については裏
表紙の「■フィルターの機能と交換時期」をご確認ください。
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③フィルターの清掃

フィルター表面のゴミを捨て、掃除機で
フィルターの両面のホコリを吸い取ってくだ
さい。

※外気清浄フィルターは分解できません。

⑤フィルターを取付ける

④フィルターの汚れが掃除機で
　吸い取れない場合

1.掃除機でホコリが吸い取れない場合は、弱い
流水で洗い流してください。

　汚れがおちない場合は中性洗剤を入れた水
またはぬるま湯に浸して洗ってください。

※文字側の面（本体中心側）を流水にさらすと、
汚れがきれいにおちます。

1.外気清浄フィルター、室内吸込み側フィル
ターをそれぞれ元の角穴に奥まで押し込ん
でください。
　外気清浄フィルターは方向指示シールの向
きに注意して押し込み、タブを奥まで押し込
んでください。

2.フィルターカバーを閉めます。
　各フィルターを奥までしっかり押し込み、フィ
ルターカバーを「力チッ」と音がするまで閉め
てください。

2.外気清浄フィルターはブラシでの清掃も可
能です。

　樹脂部分および周囲のパッキンを傷つけな
いようご注意ください。

●室内吸込み側フィルターはブラシでの清掃はできません。
●もみ洗い、熱湯、強い流水での清掃は行わないでください。破損の原因となります。
●外気温が0℃以下の場合、水洗いでの清掃は行わないでください。
　凍結、結露によって本体から水が滴下するおそれがあります。

●フィルターが濡れた状態で換気装置に取付けないでください。
　換気装置の機能低下の原因となるおそれがあります。
●熱風を当てないでください。破損の原因となります。

3.水洗い後は必ず十分乾かしてください。

外気清浄フィルター 室内吸込み側フィルター

外気清浄フィルター 室内吸込み側フィルター

外気清浄フィルター 室内吸込み側フィルター

1 1

2 2

まっすぐ押し込む

1

3.分電盤のブレーカーを「入」にします。

4.本体スイッチを「入」にします。
　※本体スイッチのランプが点灯します。

6.点検口を閉めます。

5.下記の安全確認をしてください。
●フィルターカバーは確実に固定されていますか？
●異常な音や振動はありませんか？
●換気されていますか？

●点検口は閉めた後、必ずロックされて
いることを確認してください。
　落下によるけがの原因となります。

分電盤の例

点検口の例

フィルターカバー

2

4

6

3

しっかりロック
してください。

タブ タブ
拡大図 拡大図

拡大図

外気清浄
フィルター

室内吸込み側
フィルター

本体スイッチ拡大図
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●補修用性能部品のご購入、修理のご依頼
　補修用性能部品のご購入や、換気ユニットの修理をご依頼されるときは、お買上げの販売店、

または弊社までお申し付けください。
●補修用性能部品の最低保有期間
　この換気ユニッ卜の補修用性能部品の最低保有期間は、製造打切り後6年です。 
　この期間は経済産業省の指導によるものです。
　※補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

SE200RS
50/60HZ 単相100V
-30℃～+40℃

0℃～+40℃、80%RH以下かつ外気 -15°Cでは
露点温度12℃（20℃、60%RH相当）となる絶対湿度以下

型　　式
定格電圧
使用温度範囲
本体周囲温湿度及び室内環境

本体仕様

換気仕様

熱交換
効率

風量設定位置

機外静圧

定格風量

排気系統
Pa

Ｗ/（m3/h）

dB（A）

m3/h

給気系統

還気
給気

暖房時
冷房時
暖房時
冷房時
暖房時
冷房時

定格消費電力
比消費電力

有効換気量率
騒音　

温度

※1 風量調整位置に対する性能は、無段階調整のため目安とします。

※3 第三者機関での試験データより算出した値を示します。
※4 比消費電力は特性表の定格消費電力と給気定格風量から計算した参考値です。
※5 騒音値は本体底面中央より1.5mでの値です。 実際の据付状態では、反響などの影響で表示より高くなる場合があります。
※　数値は、ダクト種類や経路、本体位置、気象等諸条件により変化しますので目安としてください。
※　性能（試験方法）は JIS B 8628:2017 に基づきます。

※2 当社が定める標準的な圧力損失時における値を示します。

湿度

全熱（エンタルピ）

％

％

％

％

MIN 1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　 8 　 9 　10 MAX

以上の処置を行っても改善されない場合や、その他の症状の場合は、必ず本体スイッチ、分電盤のブレーカーを「切」にし、
運転を停止してから、お買い上げの販売店にご相談ください。

症　状 原　因 点 検 項 目

換気ユニットに通電されてい
ないおそれがあります。

フィルターが目詰まりしている
おそれがあります。

フィルターが正しく固定され
ていないおそれがあります。

フィルターが目詰まりしている
おそれがあります。

屋外フードが目詰まりしている
おそれがあります。

適切な配管工事が成されてい
ないおそれがあります。

「省エネ運転モード」または
「熱交換素子保護モード」が
働いている可能性があります。

運転しない

音がする

換気していない
風量が少ない

コン卜ローラー
運転ランプが
赤点滅している

異常が発生しています。

分電盤のブレーカーを点検して「入」にしてください。
本体スイッチを「入」にしてください。
壁スイッチを「入」にしてください。

フィルターを清掃・交換してください。

フィルターを固定し直してください。

フィルターを清掃・交換してください。

屋外フードを清掃してください。

施工業者に連絡してください。

本体スイッチと分電盤のブレーカーを「切」にし、
運転を停止させ、販売店に連絡してください。

P.4の
「●熱交換素子保護モード」および
「●省エネ運転モード」を
参照してください。

4 24 30 39 45 49 57 64 73 83 84 84
2 15 20 25 28 33 38 43 48 55 57 57

44 107 119 135 145 152 163 173 185 197 198 198
41 110 124 137 148 159 172 182 193 206 211 211
4 17 22 25 33 39 46 55 63 74 77 77

0.09 0.16 0.18 0.19 0.23 0.26 0.28 0.32 0.34 0.37 0.39 0.39
17 29 31 32 34 35 37 38 40 41 42 42

- 82 81 81 80 79 79 79 79 79 79
- 81 79 78 76 75 73 72 71 70 69
- 75 74 74 72 71 71 70 69 68 68
- 75 73 72 71 69 69 68 67 66 66
- 79 78 78 76 76 75 75 74 74 74
- 76 74 73 72 70 70 69 68 67 67

79
69
68
66
74
67

97

※1

※2、3

※2、3

※2、3

※2、3

※2、3

※4
※5
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本体スイッチを「入」にしてください。
壁スイッチを「入」にしてください。

フィルターを清掃・交換してください。

フィルターを固定し直してください。

フィルターを清掃・交換してください。

屋外フードを清掃してください。

施工業者に連絡してください。

本体スイッチと分電盤のブレーカーを「切」にし、
運転を停止させ、販売店に連絡してください。

P.4の
「●熱交換素子保護モード」および
「●省エネ運転モード」を
参照してください。

4 24 30 39 45 49 57 64 73 83 84 84
2 15 20 25 28 33 38 43 48 55 57 57

44 107 119 135 145 152 163 173 185 197 198 198
41 110 124 137 148 159 172 182 193 206 211 211
4 17 22 25 33 39 46 55 63 74 77 77

0.09 0.16 0.18 0.19 0.23 0.26 0.28 0.32 0.34 0.37 0.39 0.39
17 29 31 32 34 35 37 38 40 41 42 42

- 82 81 81 80 79 79 79 79 79 79
- 81 79 78 76 75 73 72 71 70 69
- 75 74 74 72 71 71 70 69 68 68
- 75 73 72 71 69 69 68 67 66 66
- 79 78 78 76 76 75 75 74 74 74
- 76 74 73 72 70 70 69 68 67 67
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67
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●補修用性能部品のご購入、修理のご依頼
　補修用性能部品のご購入や、換気ユニットの修理をご依頼されるときは、お買上げの販売店、

または弊社までお申し付けください。
●補修用性能部品の最低保有期間
　この換気ユニッ卜の補修用性能部品の最低保有期間は、製造打切り後6年です。 
　この期間は経済産業省の指導によるものです。
　※補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

SE200RS
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-30℃～+40℃

0℃～+40℃、80%RH以下かつ外気 -15°Cでは
露点温度12℃（20℃、60%RH相当）となる絶対湿度以下
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冷房時
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冷房時
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※　性能（試験方法）は JIS B 8628:2017 に基づきます。
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％

％

％

％

MIN 1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　 8 　 9 　10 MAX

以上の処置を行っても改善されない場合や、その他の症状の場合は、必ず本体スイッチ、分電盤のブレーカーを「切」にし、
運転を停止してから、お買い上げの販売店にご相談ください。

症　状 原　因 点 検 項 目
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ないおそれがあります。
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おそれがあります。

屋外フードが目詰まりしている
おそれがあります。

適切な配管工事が成されてい
ないおそれがあります。

「省エネ運転モード」または
「熱交換素子保護モード」が
働いている可能性があります。

運転しない

音がする

換気していない
風量が少ない

コン卜ローラー
運転ランプが
赤点滅している

異常が発生しています。

分電盤のブレーカーを点検して「入」にしてください。
本体スイッチを「入」にしてください。
壁スイッチを「入」にしてください。

フィルターを清掃・交換してください。

フィルターを固定し直してください。

フィルターを清掃・交換してください。

屋外フードを清掃してください。

施工業者に連絡してください。

本体スイッチと分電盤のブレーカーを「切」にし、
運転を停止させ、販売店に連絡してください。

P.4の
「●熱交換素子保護モード」および
「●省エネ運転モード」を
参照してください。
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フィルターの交換時期は目安です。使用環境によって交換の時期が異なります。
フィルターを新しいものに交換するときは、お買上げの販売店又は下記までご連絡ください。

■フィルターの機能と交換時期
品名 型式 機能 交換時期

交換用

外気清浄フィルター

室内吸込み側フィルター

SEF200G

SEF200R

次回フィルター交換の目安のため、下記欄に使用開始年月日を記入することをおすすめいたします。

お問い合わせは、お買上げの販売店または下記へ。

年 月 日 使用開始

1.  安全上のご注意
　  安全にご使用いただくために必ずお守りください
2.  各部の名称とはたらき
3.  取扱い方
4.  お手入れの仕方
5.  故障と思われたら
6.  アフターサービス
7.  仕様
●  長期使用製品安全表示制度に基づく本体表示について
●  保証書

2

3
4～5
6～9

10
10
11
11

（裏表紙）

室内の空気に含まれるゴミ、ホコ
リを除去し、換気ユニット内部を
保護します。

外気の小さなゴミ、ホコリを除去
します。

水洗い回数5～6回
又は1～2年に1回程度

水洗い回数5～6回
又は1～2年に1回程度

東 京 本 社
換気営業部

〒108-0074　東京都港区高輪2-16-37

ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みになり、正しくご使用ください。
特に「安全上のご注意」は、必ずお読みになり、安全にご使用ください。

このたびは、全熱交換型スーパーエコ換気ユニットをお買い上げいただき、誠に
ありがとうございます。

□この取扱説明書は、 ご使用になる方がいつでも見られる場所に、 必ず保管しておいてください。
□保証書は、お買い上げ日・販売店名・保証内容などをよく確認し、 大切に保管しておいてください。


